






















































































































































































因子1 因子2 因子3 共通性
1．ネガティブ関係コーピング（α=.87）
話をしないようにした .910 -.027 -.017 .818
無視するようにした .782 .118 -.013 .618
かかわりあわないようにした .781 -.121 .048 .647
人を避けた .666 .109 -.033 .439
友だちづきあいをしないようにした .663 -.006 .002 .440
2．ポジティブ関係コーピング（α=.81）
相手の気持ちになって考えてみた -.151 .772 .075 .661
人間として成長したと思った .152 .742 -.036 .551
積極的に話をするようにした -.003 .677 -.011 .453
相手の良いところを探そうとした -.093 .617 .055 .415
この経験で何かを学んだと思った .193 .556 -.018 .337
3．解決先送りコーピング（α=.81）
そのことにこだわらないようにした -.067 .014 .858 .711
気にしないようにした .178 -.131 .743 .615
あまり考えないようにした -.038 .014 .591 .342
何とかなると思った -.112 .095 .568 .344







ポジティブ関係コーピング 6.35（4.31） 4.80（3.63） 2.620
ネガティブ関係コーピング 2.88（3.76） 3.28（3.52） -.740*
解決先送りコーピング 6.12（3.95） 5.41（4.16） 1.168
心理的ストレス反応
不機嫌・怒り感情 3.22（3.82） 4.20（3.59） -1.777
抑うつ・不安感情 1.64（2.74） 3.02（3.86） -2.750*
無気力的認知・思考 3.52（3.32） 3.95（3.23） -.871










































































β t β t β t β t
男子
（N=84）
ポジティブ関係Ｃ ― ― ― ― ― ― ― ―
ネガティブ関係Ｃ .438 4.46 .552 6.07 .301 2.89 .462 4.77
解決先送りＣ ― ― ― ― ― ― ― ―
R（R2） .438 .192 .552 .305 .301 .090 .462 .213
女子
（N=97）
ポジティブ関係Ｃ .291 3.18 ― ― ― ― .328 3.62
ネガティブ関係Ｃ .391 4.26 .353 3.64 ― ― .382 4.21
解決先送りＣ ― ― ― ― ― ― ― ―
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